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1．研究の実施経過
　本研究の初年度の研究経過は次の通りである。
　まず第一に，文献・史料の調査・蒐集について。
　日本国内において出来うる限りの文献・史料の調査・
蒐集を行った。そのため，今年度は，オレソブルク・コ
サックおよびヤイーク・コサック（ウラル・コサック）
に関して，ロシア・アメリカをはじめとする欧州で出版
されている研究書や論文の蒐集に努めた。
　さらに，明治大学付属図書館以外にも，国内の様々な
図書館（国立国会図書館・東京大学付属図書館・早稲田
大学付属図書館・北海道大学スラブ研究セソターおよび
付属図書館）所蔵の当該関連史料・文献の調査，蒐集お
よび複写を行った。
　また，必ずしも多くはないが原史料もロシアの様々な
機関で蒐集することに努めた。すなわち，モスクワの旧
レーニソ図書館（現称ロシア国立図書館）と古法文書館
で関連史料や文献を調査，閲覧および筆写した。特に，
旧レーニン図書館では，19世紀から今世紀初頭までに書
かれたオレソブルク・コサックに関する文献を約20点閲
覧することが出来，このコサック集団についての詳細な
通史的知識を得ることができた。そのなかでも殊に，
Lobov，　N．　G．，　lerathala　zapiska　o　strashinstve　Orenburgsleo－
go加9α碗卸voiSha，　Orengurg，1911が重要である。ま
た，古文書館での原史料調査においては，F．1354（Pla・
ny　dach　General’nogo　i　Spetsial’nogo　Mezhevanii），Op．
293－310から，当該地域の土地所有関係の一端が明確iに
なった。また，F．　1356，　Ed．　khd，　No．316，　Op．　1　tこより，
地域の土地利用情況が明らかになり，さらにF．342
（Novoulozhennye　komissii），Op．1，　D．109，　Ch．　XIに含
まれているエカチェリーナ2世時代に形成された新法典
編纂委員会に出席した自らの代議員に宛てたオレンブル
ク・コサックの要望書により，コサックの具体的な要求
も明らかとなった。
　第二に，ロシア人研究者との意見交換を通して研究の
進展を図ることについて。
　モスクワ滞在中にロシア科学アカデミーロシア史研究
所上級研究員でプガチョーフ叛乱の専門家であるR．G．
オフチーソ＝コフ博士に会い，様々な助言を得ることが
出来た。特に，オレソブルク・コサック関連の原史料の
所在やその性格について知ることができた。また，様々
な通信手段を通じて，18世紀ロシア史の専門家であるサ
ソクト・ペテルブルク大学教授Iu．　A．リモーノブ博士
とも意見の交換を行った。それにより，コサック研究を
行う際，コサックの存在した全期間を通して（すなわち
オレソブルク・コサックの場合では18前半一20世紀初
頭），その歴史的な変化を追いながら研究することの重
要性が確i認された。
　第三に，蒐集した関連文献・史料の整理・検討を行う
ことについて。
　現在，購入した文献や史料，さらにはロシアにおいて
集めた史料等について，随時年代順およびコサック別に
整理しながら，その問題点を整理・検討している。しか
しながら，まだ完全に整っているわけではないため，論
文の形を取るまでには至っていない。
　目下，ロシア史上のコサックの位置づけを含め，オレ
ンブルクとヤイークのコサック軍団に関する研究史の整
理を行っている。さらに，コサック軍団形成の当時の情
況を合わせて整理している。それゆえ，次の「研究の成
果」では，この点のみに絞って述べることにする。
2．研究の成果
　オレソブルク・コサックの形成は，都市オレンブルク
の建設（1735年に基礎が創られ，1743年に現在の位置に
建設された）と踵を接して行われた。軍団はこの都市の
建設に積極的に参加し，それゆえオレソブルク市および
その地方の歴史と密接に結びついていたといえる。そし
てまた，このオレンブルク市がロシア政府の植民・民族
政策遂行の拠点であったため，当該軍団もその点に大い
に関わっていくのである。
　1748年に政府主導で形成されたいわば「官製の」オレ
ンブルク・コサックは，帝国の南東部における植民とロ
シア絶対主義の拠点としての役割を果たすよう政府によ
り要請された。しかもオレンブルク・コサックの形成
は，ツァーリ政府が全国におけるコサックの生活のあら
ゆる側面，すなわち軍事面だけではなく，社会経済的側
面においても積極的に干渉するようになった時代に行わ
れたのである。
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　18世紀において，政府にとってのいわゆる対抗勢力と
なっていたのがドンとヤイークの両コサック軍団だけで
あった。しかし，ドソでは18世紀中葉以降，コサック社
会の分解が進み，大衆コサックとは利害を異にする権力
を握る長老層および富裕層が形成されていた。後者の社
会層は，政府による懐柔もあり，最終的に政府側に与
し，その政策のいわば「伝道者（provodnik）」となっ
た。かくして，ドンはもはや自由を求めてやって来る逃
亡農民たちの隠れ場所であること，さらには旧ソ連の歴
史学者V．D．ナザーロフが指摘するように，既存の体制
の反対者であることを止めたのである。代わって逃亡農
民たちがその自由を求めて向かい，政府にとっての対抗
勢力となっていったのがヤイーク・コサック軍団であっ
た。しかし，ここにも政府の干渉の手が伸びていった。
　自らの外交的課題，特に南東諸地域に対するそれを解
決しながら，ツァーリ政府はコサックのための新たな居
住地を作り上げていった。その際，辺境防衛の代替物と
して従来認められていたコサック的な自治や自由に大き
な制限を加えながら，政府は軍事的および国家的機関や
組織を利用して，彼らコサックを新たな方法で管理・統
制していくようになった。これは特にオレンブルク・コ
サックに当てはまるのである。彼らは政府主導で創設さ
れた。それゆえ，オレンブルク・コサック軍団の形成に
際して，過去のコサック体制，特にコサック的自治や自
由は厳しく制限された。たとえ認められたとしても，そ
れはすぐに様々な指示や法令によって制約を受けたので
ある。
　都市オレソブルクが建設されると同時に，オレンブル
ク地方のコサックたちは総じてオレンブルク・コサック
と呼ばれたが，彼らが正式にこの名称を帯びるようにな
ったのは，軍事参議会の布告によって百人長V．M．マ
グートフが軍団の長である初代の軍団アタマンに任命さ
れた1748年（任期は1789年まで）からであった。彼を補
佐すべく副官（esaul）と書記（pisar’）とが任命された。
この3名が軍団内の諸問題を扱う軍団行政を執行したの
である。しかし，3名の就任は，軍団による選抜の後，
さらに政府による任命を必要とした。そのため，当初か
ら軍団行政を行う彼らの行動は，政府の干渉を受けやす
かったのも事実である。
　オレンブルク建設に着手する以前にキリーロフは次の
ように報告している。すなわち，植民を行うための住民
は，ヴォルガ川とその支流沿いに住んでいるコサックの
なかから，また同様にサマーラ，ヴォルガ，ウファー，
シベリアのコサック，さらに部分的にヤイーク・コサッ
クからも構成された。そして，彼らはこの地方のコサッ
ク層形成にとってすばらしい人材を提供している，と。
キリーロフは彼らをオレンブルクと新たに建設された要
塞に居住させることを考えた。この彼の計画は，政府に
よって検討され，最終的に承認された。その後，新たに
コサック形成を促す一連の指令が発せられたのである。
　その後，18世紀におけるオレソブルク・コサックの歴
史は，1773－75年のプガチョーフ叛乱との関係によって
特徴付けられるのである。コサック軍団のある部分はこ
の叛乱に積極的に参加した。しかし，この運動に加わら
なかったり，中立的な立場を取るものもいた。それは，
彼らの社会的情況の差異がそうさせたと考えることがで
きる。
